
   

2.6    事例例研究型授業   教員研修（第 20回 FDフォーラム）  

• 日時：2016/08/2（火） 14:00-16:00 

• 場所：産業技術大学院大学 品川シーサイドキャンパス 3Ｆ 351-a 教室 

• 講師：筑波大学ビジネスサイエンス系 佐野享子准教授  

• 参加者： 23 名（本学教員 21 名、関係者 2 名） 

• 教材資料：以下資料抜粋 
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2.7    PBL キャンプ  

• 日時：2016/09/23（金）～2016/09/25（日） 

• 場所： KSP ホテル 

• 講師：佐藤 学 氏 （サイボウズ株式会社ビジネスマーケティング本部 BPM 部 コラボレーション

エバンジェリスト）、山崎 貴之 氏（株式会社集英社シュプール編集部 編集長）、長岡 夏未 

氏（株式会社集英社ブランド事業部メディアプロデュースセクション SPUR.JP ウェブプロデュー

サー）ほか 

• 参加者：川田 誠一 氏（産業技術大学院大学 学長）、國澤 好衛 氏（産業技術大学院大学 

産業技術研究科 研究科長）、小山 裕司 氏（産業技術大学院大学 情報アーキテクチャ専攻

長 教授）、戸沢 義夫 氏（産業技術大学院大学 情報アーキテクチャ専攻 教授）、亀井 省吾

氏（産業技術大学院大学 産業技術研究科 特任准教授）、産業技術大学院大学 大学院生

10 名（情報アーキテクチャ専攻 6 名、創造技術専攻 4 名） 

• 実施の模様（2016/09/23-2016/09/25） 
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• 教材資料：以下資料抜粋 
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3    成果報告（平成 28 年年度度）  
 

3.1    教育プログラム（カリキュラム及び教材開発）  

「事業アーキテクト」養成の教育プログラムは、戦略・IT 技術・マネジメント等の融合型プログラムで

あり、当教育プログラムのための新設科目（講義 7 科目、事例研究・PBL 4 科目）及び本学（情報ア

ーキテクチャ専攻、創造技術専攻）既存科目から構成される。教育プログラムの体系を以下に示す。 

 

3.1.1    修得すべき能⼒力力  

本学運営諮問会議の答申によれば、今後期待される人材像として、自ら新しい事業を創出できる

イノベーション高度人材があげられている（運営諮問会議 平成 25 年度 答申）。イノベーションは、

IT 技術等を駆使し、新しい事業を開発し、マネジメントすることができてはじめて本当の変革を実現

できる。したがって、修得すべき知識・スキルは以下に示すように戦略、マネジメント、IT 技術を中核

に多岐にわたる。 

 

• 戦略（経営、リーダーシップ、スタートアップ、イノベーション等） 

• マネジメント（タスク・プロジェクト、人材・組織、財務・会計） 

• 先端基盤技術としての IT 技術（クラウド、3D プリンタ等） 

• 当該分野の業務知識・現状・課題（観光・物販・医療等の各種業種） 

• メソッド・ツール（リーン、課題管理、BPM、CRM、コラボレーション等） 

• 法規・倫理 

 

3.1.2    教育内容（授業科⽬目等）、教育⽅方法  

当教育プログラムのカリキュラムは、以下の 3 段階から構成される。特に、事例研究型科目は当プ

ログラムの特徴である。授業科目一覧は表 5: 授業科目一覧表 を参照されたい。 

 

• 1 年次 講義・演習型科目 24 単位以上 

事業アーキテクトに必要とされる知識・スキルの修得・定着 

• 1 年次 事例研究型科目 4 単位 

事例研究及び事業設計による事業開発手法の修得 

• 2 年次 PBL（Project Based Learning）型科目（必修）  12 単位 
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